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Environmental Commitment - Reducing/mitigating environmental 
impact

Social and Labour Issues - Enhancing economic progress & 
Improving quality of life (social value)

Food vs Fuel Conflict

Governance – Governed by the laws of the country

Means of Certification – MSPO Certification Scheme

概要

現在のMSPO認証制度

ガバナンス － 国の法律による規制

環境へのコミットメント － 環境負荷の低減

社会的･労働的課題への取り組み – 経済発展を促し生活水準を向上させる
(社会的価値）

食糧と燃料の対立



MSPO:

現在の認証制度



見込み顧客から
認証申請

第一次審査

審査報告書案

第二次審査

審査報告書の査読

最終審査報告書

認証機関認証委員会

MSPO認証授与

(5年間有効、年に一度
の定期審査)

所要期間：3-6ヶ月

認証手順 (アブラヤシ搾油所)

出典:マレーシアパームオイル認証審議会（MPOCC)



見込み顧客から
認証申請

主審査 最終審査報告書

認証機関認証委員会

MSPO認証授与

(5年間有効、年に一度
の定期審査)

所要期間：2-4ヶ月

認証手順 (サプライチェーン)

出典:マレーシアパームオイル認証審議会（MPOCC)



独立した小規模農園

組織化された小規模農園 (OSH)**

** 1. 連邦土地開発庁

2. 連邦土地統合・再開発庁
3. サラワク土地統合･再開発庁
4. サバ土地開発庁
5. サラワク土地開発庁
6. 南クランタン開発庁
7. ペライスラム経済開発公社
8. ゴム産業小規模農園開発庁

合計達成率

小規模農園のMSPO認証状況

農園合計面積

持続可能なパーム油ク
ラスター(SPOC)農園面
積（3月）

農園合計面積

農園合計面積 認証済み農園面積（3月）

SPOC・OSH農園面積（3月）

SPOC農園面積（4月）

認証済み農園面積（4月）

SPOC・OSH農園面積（4月）



年 2016 2017 2018 2019

SPOC目標値 40 20 60 42

SPOC目標値 (累積) 40 60 120 162

MSPO認証数（SPOC） 16 25 41 37 (43*) 

MSPO認証数 (累積) 16 41 82 119 (43*) 

April

*今後認証予定

SPOC（持続可能なパーム油クラスター）のMSPO認証状況

2019.4.30現在
119 のSPOC                   

(73.46%) 

が認証済み

目標 達成率

4月

年

S
P

O
C

の
数



農園、搾油所、SCCS のMSPO認証状況

MSPO認証済みアブラヤシ植栽地帯
2019年4月30日現在

総面積 (ha)*
認証澄
農園数

認証澄

面積 (ha) %

MSPO Part 3で認証された
農園

3,568,525 654 estates 1,532,294.15 42.9

合計 5,849,330 906 1,849,198 31.6

合計搾油所数*
認証澄
搾油所数

搾油能力

(MT/h)
%

MSPO Part 4で認証された
搾油所

451 177 9,788 39.25

* 出典: マレーシアパームオイル庁 (2018年現在）

SCCS 加工施設
2019年4月30日現在

総数 認証澄施設

搾油所 451 5

パームカーネル
粉砕所

43 1

製油所 52 2

油脂化学製品 20 -

バイオディーゼル 16 -

その他 NA 2

合計加工施設数 582 10

出典:マレーシアパームオイル認証審議会（MPOCC)

SCCS: サプライチェーン認証基準



MSPO:

ガバナンス



マレーシアは持続可能な開発にコミットし
ている。生産手法を向上させる等の取り組
みをし、パーム油生産が持続可能である
ことを保障している。2019年12月までにマ
レーシア持続可能なパーム油（MSPO)基準

を満たすことは義務付けられる。このこと
で2020年までにマレーシアで生産される

パーム油全てが持続可能であると認証さ
れる。

2018年9月28日にニューヨークで行われた第73回国連総会でマレーシアのマハティール首相が一般討論演説で表明した

マレーシア政府のコミットメント



マレーシア規格局

ISO 17021か同
等であると認
定

独立した認証機関

 マレーシア規格局は科学技術革新省の管轄

 マレーシアの国家認定機関であり国際認定機関
フォーラムに加盟している (IAF)

 MSPO 認証制度の審査は第三者審査員により行わ
れる（独立した認証機関－CB）

 CBは、マレーシア規格局に申請をし、ISO1702か同等
であると認定を受けた後、MSPO認証制度の審査を
行うこができる

 CBは認証制度の運営者であるマレーシアパームオ
イル認証審議会 (MPOCC)に登録を申請する

 MSPO 証明書はCBによる審査が良好に終了した後、
CBより発行される

審査

アブラヤシ農園

MSPOのガバナンス構造



農薬の使用
•1974年農薬法 (農薬登録)1998年農薬規
則
•1988年農薬規則 (ライセンス販売・保
管)

•1984年農薬規制 (ラベリング)

労働と従業員
•労働法
•1990年従業員住居・設備最低基準法
•1977年労働安全衛生法
•1989年工場・機械機器(騒音被害) 規制
•1966年パスポート法
•1996年教育法

土地
•1965年国家土地所有法
•1960年土地取得法

環境
•1960年環境土地保全法 (1989年改正)

•1974年品質法（環境品質、指定された敷地、
パーム原油）1977年品質規制
•1978年環境品質規制 (大気清浄) 

•1987年環境品質令 (規定された活動、環境ア
セスメント)

>60
法律・規制

野生動物
•2008年野生動物保全法 [法令第716号]

生物多様性
•国家生物多様性政策（2016-2025）

厳しく規制された産業



マレーシアパーム油産業のライセンス供与

業種の
ライセンス

１．アブラヤシ種子生産者

2. アブラヤシ組織培養による植物生産者

3. 苗床

４．土地

5. 小自作農地＊

＊ライセンス費用無料

6. パーム脂肪酸販売業者

7. アブラヤシ果実販売業者

8. パームカーネル販売業者

9. パーム油販売業者

10. 混合パーム油販売業者

11. パーム油脂化学製品販売業者

12. アブラヤシ種苗販売業者

13.アブラヤシ組織培養による植物販売業者

14. アブラヤシ搾油所建設開始

15. アブラヤシ搾油所

16. パームカーネル粉砕所

17. パーム油脂化学製品工場

18. 製油所

19. 運送業者

20. バルキング施設の建設開始

21. バルキング施設

22. 研究所

23. アブラヤシ製品調査

24. アブラヤシ製品輸出業者

23. アブラヤシ製品輸入業者



MSPO:

環境へのコミットメント



マレーシアの国土面積

百万ヘクタール
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出典：マレーシア水道・土地・天然資源省 (2018)

マレーシアの森林・非森林地帯 （ 2013-2017）

%
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国別森林地帯面積 (2016)

出典： FAO（国連食料農業機関統計データ）
** マレーシア天然資源・環境省データに基づく

国・地域 国土面積（百万単位） 森林地帯（百万単位） 森林率（％）

マレーシアの森林は薬草、食糧、繊維、
木材などを豊富な種類の有益な資源を
提供しています。又、安定した気候、水
や土壌資源、そしてとても幅広い種類の
野生の動植物の保全に寄与する重要な
環境資産です。



持続可能なアブラヤシ栽培へ向けての政策

アブラヤシ栽培地の合計面積に
上限を設け最大650万ヘクタール
とする

泥炭地にアブラヤシを植樹する
事を禁止し、既に泥炭に栽培さ
れているアブラヤシへの規制を
更に強化する

アブラヤシ栽培の為の森林保護
区の保全を禁止する

提供可能なアブラヤシ農園の地
図を一般に公開する

マレーシアの内閣は下記の持続可能なアブラ
ヤシ栽培へ向けての政策を最近閣議決定しま
した



持続可能性へ向けてのマレーシアのコミットメント

COP21のコミットメントの一環として、マレーシアは2030年までにGHG排出量を
2005年のGDP当りの排出量に比べ45%削減する事に自発的に同意していま
す。 2013年現在33%削減出来ています。

現在マレーシアのアブラヤシ産業は、アブラヤシ栽培地を拡大させる事より生
産性やを収率を向上させることに視点をおいています。マレーシアは1992年に
リオで開催された地球サミットで表明した少なくとも50％の森林地帯を維持する
というコミットメントを改めて示しています。2017年現在、マレーシアの森林地帯
は55.6%です。

持続可能なパーム油生産の世界的リーダーとしてマレーシアは、様々な環境
対策を導入し、パーム油生産を通して農村部の人々の生活を向上させること
に成功しています。このことはアブラヤシ産業が国連の持続可能な開発目標
達成に確実に貢献している証です。



マレーシアのパーム油産業は
野生生物の保全に積極的に取
り組んでいます。サバ州野生
生物局等と連携し野生動物の
救助と保全活動に取り組んで
います。

現在の取り組みと次のステップ

向こう10年間で100万の森林樹
種を植える（主にアブラヤシ
産業関係者のスポンサーで) 

中央森林尾根 (CFS) –マレー半
島の中央山脈を構成する四つ
の主要な森林地帯。CFS はマ
レー半島の生態系の接続性を
作る為に重要であり、種の保存
を保障します。

ハート・オブ・ボルネオ (HoB) –マ
レーシアはインドネシアとブルネ
イと共に「ハート・オブ・ボルネオ」
構想に参加しています。これは約
2千万ヘクタールに及ぶ島内で生
態学的に繋がれている熱帯雨林
を保全しようという構想です。2千
万ヘクタールのうち30%はマレー
シアの国土にあります。



炭素ストックの向上

2千6百万本の植林プログラム マングローブ植林プログラム

出典： マレー半島植林局

州 年

2010年4月～2013年12月

植林数 面積（ha）

合計

州 年（2005～2012)

面積(ha） 植林数

合計
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マレーシア国内における違法伐採の統計

出典: マレー半島森林局

永久保存林の違法伐採はあまり行われません。2006-2014の間、合計65件の違法伐採が裁判で
罪に問われました。

年 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014

件数 11 18 13 8 11 3 1 0 0

マレーシア国家林業法 (NFA) (1984年制定、1993年改正)は森林に関
する違法行為抑止の為に次のような新しい規定が組み込まれていま
す:

1)1年以上20年未満の強制的な懲役刑
2)最高50万リンギットの罰金
3).複数の違法行為は初犯に限定される

改正版は警察と軍による林業活動の監視に関する規定も含まれてい
ます。特に違法伐採、森林地帯への侵入、森林窃盗等の違法行為の
監視を規定しています。



オラウータンの安定した生息数

• 保護区以外で発見される

• 分裂、孤立

• 密猟

• 人間と野生動物の対立

オラウータンにとって最大な脅威 (出典: キナバタンガン・オラウータン保護プログラム（HUTAN）） 2004年には

40% の
オラウータ
ン生息地
のみが保護
区内にあっ
た

2016には

85%に

増加した



NGOとの取り組み

パーム油の持続可能性とMSPOを促進する為の連
携に関する覚書 (MoU) を以下と締結:

マレーシア自然協会 (MNS)

ソリダリダード・ネットワーク・アジア・リミテッド

熱帯雨林保全研究センター (TRCRC)

MSPO は以下に関するマレーシア政府の責任
を果たすための政府の構想:

環境保護

小規模農家の生活を保護する

アブラヤシ農園を持続的に運営する

マレーシア政府はMSPO認証・審査に資金援助
をする

100%の援助: 小規模農家, <40.46 ヘクター
ルの作付け面積

70% の援助: 小規模農園, 40.46 - 1,000 ヘク
タールの作付面積

30% の援助: 大規模農園, >1,000 ヘクター
ルの作付面積

http://www.google.com/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0CAcQjRxqFQoTCNnDluTs2cYCFUUZpgodfr8FhA&url=http://www.peoplegiving.org/mns&ei=zJikVdmtG8WymAX-_pagCA&psig=AFQjCNHJh9Ix8rb7OKK3BN1pHYpFn6T9kw&ust=1436936754387412


MSPO:

社会的・労働的課題



マレーシア持続可能なパーム油の為のMSPO7原則

1 管理へのコミットメントと責任

7

2 透明性

3 法的要件を順守する

4 社会的責任、健康、安全、雇用条件

5 環境、天然資源、生物多様性、生態系サービス

6 最適な手法

新たな植栽の開発

MSPO原則４に基づき、小規模農家、農園所
有者、搾油所は隣人、利害関係者、従業員、
そして周辺地域からの苦情やた問題提起
に対応可能であることを保障しなければな
らない。

苦情や論争に対応する制度を作り、利害関
係者と対立があった場合は関連する合意
文書やFPIC（自由で事前の十分な情報に基
づいた同意）を証拠として提示し、利害関係
者と協議をする事が要求される。



ILOによると、雇用者は外国人労働者のパスポートを以下
条件の下保管することが出来る:

パスポートを保管しているロッカーの鍵を労働者が使用することを
認める（24時間）

パスポート保管場所の鍵の使用はいかなる処罰にも値しない（例：
賃金や労働時間の操作）

雇用者へのパスポート引渡しは任意で行う

雇用者が外国人労働者のパスポートを保管するにあたり、労働者
の出身国の大使館と同意書を交わす

国際労働機関 (ILO)との議論



マレーシアアブラヤシ産業は貧困撲滅へ貢献している

Year Average Income (RM) (USD)

FELDA Settler* Independent 

Smallholder**

National Poverty 

Line Income***

2007 2,221 (533) 1,209 (290) 740 (177)

2008 3,278 (786) 1,094 (262) 691 (166)

2009 2,459 (590) 944 (226) 800 (192)

2010 3,419 (820) 1,259 (302) 720 (173)

2011 4,648 (1,115) 1,413 (339) 800 (192)

2012 3,926 (941) 1,868 (448) 763 (183)

2013 3,787 (908) 1,520 (365) 860 (206)

2014 3,874 (929) 1,952 (468) 930 (223)

2015 2,689 (645) 1,175 (282) 930 (223)

アブラヤシ産業は常に貧困撲
滅に貢献する取り組みをしてき
ました。農村部に町をつくり、適
切なインフラ（住居、保健、宗
教施設等）が整った良い生活
水準で人々が暮らせるようにし、
都市部に住む人々との所得格

差を縮めるよう努めています。

出典:

* FELDA（連邦土地開発庁）
** MPOB（マレーシアパームオイル庁）
*** ﾏﾚｰｼｱ経済省

平均収入（リンギット）（USD）

年 FELDA定住者＊ 独立した小規模農家＊＊ 国家貧困線＊＊＊



MSPO:

食糧と燃料の対立



マレーシア内閣は国内のアブラヤシ
農園の合計面積は2023年までに最大
650万ヘクタールという上限を設けた

2018年現在、マレーシア国内の植栽
面積は合計580万ヘクタールで、1,950

万トンのパーム原油を生産している

マレーシアのパーム油生産は年平均
200万トンの需要バランスを生み出し
ている

食糧対燃料議論

出典: 国際自然保護連合 (IUCN)



MSPOは国家の持続可能性の基準で政府の強い後押しによる高い基準
となっている

認証制度の導入は必須

この制度は特に農産物であるアブラヤシの持続可能性についての課題
に取り組む制度で、国連グローバルコンパクトのFAB原則（食糧･農業事
業原則）が反映されている

2019年末までにアブラヤシ農園は持続可能であるとの認証を受ける

MSPOの必要条件は著名なアブラヤシ研究所による実用的なR&Dの結果
により裏付けられており、持続可能性の課題への取り組みは科学的手
法で行われている

主要な利害関係者、国会議員、NGOとの関わりを通じ、持続可能性の政
策立案と導入が実行可能である事を保障する

前進へ向けて



Malaysian Palm Oil Board

Website: www.mpob.gov.my

Malaysian Palm Oil Board (MPOB)

6 Persiaran Institusi

Bandar Baru Bangi

43000 Kajang

Selangor MALAYSIA

http://www.mpob.gov.my/


Thank you

Malaysian Palm Oil Board (MPOB)

No. 6, Persiaran Institusi,

Bandar Baru Bangi,

43000 Kajang, Selangor

MALAYSIA

www.mpob.gov.my




